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「成 熟 学 歴 社 会 」 の ゆ く え

階層研究 ・社会意識論 の 視角 か ら

徹
柿

川苦 （大 阪 大 学 ）

問題提起

　 現代 日本 は、他社会 ・他時代 に類例を見 な

い 先進的な学歴社会状況 に 至 っ て い る。そ れ

ゆえ に 、こ こ に 固有 の 分析枠組を構築す る こ

とな く、旧来の モ デル （ex ．脱貧困型 産 業化

モ デル ）や輸入 モ デル （ex ．階級 社会 を前提

と し た再生 産 モ デル ）の適 用 で 間 に合わせ よ

うとす る の で は 、日本的 ・今 日的課題 を見落

とす可能性 が ある の で は ない か 。

1． 成熟学歴社会とい う社会認識

1−1 大衆教育社会 ？

　 苅 谷剛彦 （1995＞は大 衆教育社会を教育 の

量的 拡 大／ メ リ トク ラ シ ーの 大衆化／学歴

エ リ
ー

トの 非選 良性 の 3 現象 で 特徴付 けて

い る 。 学歴社会 日本の 捉え に くい 固有の 実態

．を表現 したキ ャ ッ チ
・コ ピーと して の 「大衆

教育社会」 の イ ン パ ク トは 大きい 。

　 こ れ を実証 研 究 の 土 台 と して も見直 した

い の だが、苅谷（1995 ，
2001）の 教育社会学は、

計量 の 作業仮説 と し て 取 り上 げる こ とが意

外 に 難 し い 。お そ ら くそ れ は 、同 時 進 行

（coincidence ）と継起事 象（subsequence ）の 区

別が は っ き りしな い 特有 の 実態記 述法 に 起

因す る。また苅谷 自身の 実証研 究は、計量歴

史社会学 に よ っ て 戦後 と い う 「来 し方」 の 探

索的 な記述す る こ と に終始 して い る。それ ゆ

えに 因果推論 か ら当該社会 シ ス テ ム の 「…

ゆ くえ 」 の 導出を望 む後学 の 読み 手に は、口

惜 しい ほ どに 使い 勝手が悪い 。（c．f．rイ ン セ ン テ

ィ ブ ・デ イ バ イ ドの 作動 」 ？！）

　 こ こ で は 、あ え て 成熟 学歴 祉会 とい う こ と

ば で 、苅 谷 が 注 目 した現象 を言い 換え て み る。

ま ず 日本型学歴社会の 成熟状況 を整理 す る。

1・2 教育シ ス テム の趨勢上 の 成熟局面

　成熟学歴社会 の歴 史的成立 条件 と して は 、

同
一

教育シ ス テ ム の 長期継続 、ポ ス ト高学歴

化（ユ ニ バ ーサ ル 〉段階 へ の 到達 をあげ る こ と

が で き る 。

　端的に い えば前者 は 、 ．父母 も祖父母 も同
一

教育課程 （戦後新制教育）修了 とい う未曾有

の 状況の 到来で ある。

3世代 の教 育 達 成 の 現 状

ラ イ フ ス テ
ー

ジ と 年齢 学 歴 世 代

　 　 　 　 　 17−−18歳
現 高 3 生　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 現 行 教 育 制 度
　 　 　 　 　 1985 （昭 和 60）年 生 まれ

　 　 　 　 　 42歳前 後
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 現行教 育 制度父 母 世代
　 　 　 　 　 1960（昭 和 35）年 生 まれ 前 後

祖父 母 　 　 　67 歳前後 　 　 　 　 　 　 　 　 国民学校 か ら

世 代 　　 　 1935 （昭 和 10）年生 まれ 前後 　新制小 に 移 行

　 さらに約 10 年 後 を考 える と 、 高校進学率

の 増大以降 の 高原期 の 社会に至 り、
3 世代が

同等進 学率 とい う成熟 した 学歴社会が 到 来

す る 。 そ こで は 「高学歴化」 は死語 （歴史社

会学 の 用語 ） とな り、従来、所与の擬似相関

と されて きた年齢 一学歴 問の 「構造相 関」 が

消滅する。（3 世代 ＝ 2 度の 社会移動 の セ ソ ト）
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【継起事象】 （＝ 注 目す べ き分析課 題）

　達成 学歴比 較 の た め の 主 観的 な モ ノ サ シ

（学歴観や イ ン セ ン テ ィ ブ）の 世代を超え た

画
一

化。格差の 世 代間伝達が人 々 に 見える形

で 表面化。

　戦後 の 教育拡大に よる学歴 の 構造 （上昇）

移動 の 波 が去 っ た現代 日本社会に、それで も

残 る大 衆の 純度 の 高い メ リ トクラ シ ー意識 。

（竹内 〜苅谷 に 共通す る現 代 日本 の 教育社

会学の オ リジナ リテ ィ ）

1−3 階層構造の 特性

　 い っ ぽ う、成熟学歴社会の 階層構造上 の 成

立条件 と して は、「豊か さの 中の 不平等」 （原

純 輔 ・盛 山和夫 1999） とい う日本の 現状 を

挙げる こ とが で き る。略述すれ ば、これは 貧

困か らの 脱却以後、ポ ス トモ ダ ン 期に至 っ た

日本 の 不 平等状況で ある。

　明確な階級 （class ）構造の 不在、エ ス ニ シ

テ ィ 問題 と地域 間格差 （含 、ロ
ー

カル ・トラ

ソ ク論）の 潜在化 。
こ うした特性 の うえで 至

っ た豊か さの 中 の 微少 な経済的格差 も、や は

り現 代 日本固 有 の 状況 とい え る 。

【継起事象】（＝ 注 目すべ き分析課題 ）

　獲 得的属性 と して の 学歴 の 相 対的優位 。 学

歴 を凌駕する地 位メ ル ク マ
ー

ル の 不在 （「不

戦勝」 と して もた ら され て い る学歴社会）

1・4 社会意識の特性

　 日本社会 に は 戦後
一

貫 し て 欧米型 の 階級

意識論が適用で きず、社会意識 の 性差 ・世代

差 ・学歴差だけが 目立 つ 。 こ の ような 目本 の

社会意識論 の 第
一

の 宿 主は 、欧米の よ うに 階

級（class ＞で は あ りえず、上述 の 実態か らは必

然的に学校教育 となる。

　 こ こ で は、い わば 学歴社会に パ ラサイ トし

た社会意識論、学歴社会意識論 とい う視座 が

有効 に なる （吉川 1998）。

　学歴社会意識論は、学歴観 の研 究と学校教

育に よる意識形成 の 研 究 を中心 に、こ れ か ら

論 じられ る べ き成熟学歴 社会 の 社会 意識 論

の あ り方を指 す （c．£ 階級 社会意識 論）。

【継起事象】（＝ 注 目す べ き分析課 題 ）

　社会 の ハ
ー

ドウ ェ ア （地位達成 ・
地位再 生

産構造）が成熟学歴 社会に 至 る と、ソ フ トウ

ェ ア （学歴社会意識論や イ ン セ ン テ ィ ブ ・デ

ィ バ イ ド論）とハ
ー

ドウェ ア の 連繋状況が論

点 となる。 しか もこ れか らは こ の 関係 が 、戦

後 日本社会 の よ うに 社会変動 の 趨 勢に 隠れ

る こ となく、ダイ レ ク トか つ ピ ュ ア に 現れ る

可能性 があ る。

2． 成熟学歴社会の 「ソ フ トウェ ア」

2・1 社会意識論 を待 つ 舞台

　 教育制度 改革の 政策論争 に 議論 が集 中 し

が ち だが 、苅谷 （2001）の 先鋭な指摘の とお

り、そ の 裏で集合意識や イ ン セ ン テ ィ ブ、合

理的選択 など、主観 ・文化 ・意識 とい われ る

領 域が 決め 手 に な りや す い 自己決定 の 社 会

が到 来 しつ つ あ る。

　教育制度論争 が ハ
ー ドウ ェ ア 変革作業 で

あ るの に 対 し、学歴社会意識論 は、成熟学歴

社会 の 恒常性 を保 つ ソ フ トウェ ア の 働 き を

精緻に記述す る作業 とい える。こ の 分野 が厚

み を増す こ と で 、日本の 教育社会学に 「生 き

るカ」 を もた らされ るの で はない か 。

2・2 再考 ：文化的再生産論

　推測 に難 くない とお り、成熟学歴 社 会 と学

歴社会意識論 を リン ク させ る視座 は 、文化的

再 生産論 とい う、教育社会学の 斜陽の 大命題

へ と否応 なく回 帰す る 。

　だが 、果 た し て 成熟学歴 社 会 日本 で は 「美

し い 」再生産構造が メ イ ン ・ス トリ
ーム た り

うる の だ ろ うか ？ 上 述の 整理 の 上 に 立 っ て 、

成熟学歴 社会に お け る ポ ス ト・リプ ロ ダ ク シ

ョ ン ・セ オ リーを考え る た め の 糸 口 を模索 し

た い 。

　詳 細 は 当 日 会 場 に て 資料 を提 示 す る 予 定

で あ る 。

　 【文献省略】
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